
資料１ 
「県や関係団体等の取組」及び「県民の主体的な取組」（案） 

 

Ⅰ 新プランの体系（基本方向は第１回推進会議で了承） 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育の実践による健康で活力ある社会の実現 

目
指
す
べ
き
姿 

  

食を通じて健康な体をつくります 食を通じて豊かな心を育みます 食を通じて環境に優しい暮らしを築きます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 啓 発 か ら 実 践 へ ～  
 
 
 

取
組
の
方
向 

 
 
 

実
践
に
向
け
た
新
た
な
取
組
の
例 

１ 「もったいない」意識の浸透と実践 １ バランスのとれた規則正しい食生活の実践 １ 食を楽しむゆとりの確保 

２ 農林水産業への理解と地産地消の一層の推進 ２ 生活習慣病や過度な痩身等の予防 ２ 体験や交流を通じた食の理解促進 

３ 農林水産業や食品産業における環境への配慮の徹底 ３ 食の安全に関する信頼の構築 ３ 食文化や食事作法等の理解と継承 

○小中学校における栄養教諭の配置拡大 ○男女共同参画やﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽとの連携 ○外食時の食べ残し減量策の促進 

○高校における食育の充実 ○高齢者の孤食対策 ○生産者と消費者の思いを伝える農林水産業のモデ

ル的な取組の創出 ○男性向け料理教室やﾊﾞﾗﾝｽ弁当等の提供 ○生産者等と学校の連携による計画的な体験学習の

環境づくり ○ＧＡＰ（農業生産工程管理）手法の導入促進 ○高齢期における食による健康維持 

○フードバンク活動の普及啓発 ○「愛知を食べる学校給食の日」の実施拡大 ○思春期からの過度な痩身の予防対策 

○高齢者による食事作法や食文化の継承 ○食品製造施設への県版 HACCP の導入促進 

 

  
【取組の方向】 【実践に向けた新たな取組の例】   

１ 食育にかかる人材の育成と活動の支援 食育を  ○地域食育推進支援会議の開催 
支える  ○地域の活動主体（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･企業･団体･NPO 等）同士の連携企画の促進 ２ 関係者の役割分担とネットワークの充実 
取組  ○既存のﾈｯﾄﾜｰｸ（食育推進協力店等）を活用した関係者間の情報共有 

３ いいともあいち運動の推進 
 ○「いいともあいち運動」を食育を支える取組に位置付け 

 



Ⅱ 「県や関係団体等の取組」（案）の体系 

 

 
※ゴシック体は新たな記載事項 

１ 目指すべき姿に向けての取組 
 

１－１ 食を通じて健康な体をつくるために               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
規
則
正
し
い
食
生
活
の
実
践 

エ 高校における食育の

充実 

オ 青年期以降における

健全な食生活の実践の

支援 

イ 学校における小中学

生への食に関する指導

の充実 

ウ 小中学生の食育のた

めの家庭への支援 

ア 乳幼児期における基

本的な食習慣の確立 

 1乳幼児健診や地域の子育て支援の場を活用し

た実践促進 

 2 保育所・幼稚園での給食・弁当を活用した食

育や地域人材の活用等 

 3 給食と各教科等を関連づけた指導計画の作成

 4栄養教諭の配置拡大と指導者養成講座の開催

 5地域人材との連携による指導の充実 

 6 学校からの食育だより配付、親子給食実施、

入学説明会での説明等 

 7各校の取組事例を学校間で共有 

 8「早寝早起き朝ごはん」運動の実践促進 

 9ＰＴＡ活動における研修会や情報発信等 

10保健・家庭科等における地域人材や啓発資料

の活用、職員研修等 

11 専門学科での指導充実 

12男性向け料理教室の実施拡大と参加促進 

13飲食店や食品販売店などでの朝食セットやバ

ランス弁当等の提供 

カ 「妊産婦のための食

生活指針」の推進 

キ 高齢期における食に

よる健康維持の推進 

14母親教室等での健康教育や情報提供 

15食育関係者による料理教室や市町村の高齢者

向け栄養改善教室などの実施拡大 

16市町村等による配食サービスなどの充実 

17かめる歯の健康保持と適切な治療の促進 

 [取組項目] [取組の内容] 

④岡本委員（第１回推進会議） 

 食育の基本は家庭で行い、学校や地域が補完するスタンスが必要 

⑨小木曽委員（第１回推進会議） 

 高齢期の低栄養の問題も取り上げてほしい 

⑥野田委員（第１回計画検討会） 

 進捗のよくない高校生に対する取組が必要 

[委員や団体によるこれまでの主な意見等] 

②藤本検討会委員代理（第１回計画検討会） 

 学校現場では栄養教諭の配置がなければ手が回らない 

①農協中央会（事務局原案への意見照会） 

 栄養教諭だけでなく学校全体で取り組むことは重要 

③コープあいち（事務局原案への意見照会） 

 地域の活動主体と日常的に協働できるとよい 

⑤農協中央会（事務局原案への意見照会） 

 食育だよりを親子の会話に役立ててほしい 

⑦コープあいち（事務局原案への意見照会） 

 生協店舗でのメニュー提案も可能 

⑧健康づくり事業団（事務局原案への意見照会） 

 母子手帳交付時にリーフレットを配付するとともに母親教室を紹介してはどうか 

⑩農協中央会（事務局原案への意見照会） 

 栄養改善のための機会拡大が必要 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 子どもの肥満予防等

の推進 

イ 歯の大切さについて

の子どもへの啓発活動

の推進 

18 保育所・幼稚園における家庭と連携した肥満

予防・改善促進 

19 学校関係者の連携による肥満の予防や栄養指

導、学校保健活動の充実など 

ウ 思春期からの過度な痩

身の予防対策 

エ 職場での健康診断等

に基づく食生活改善の

推進 

オ 地域における健康づ

くりの推進 

(2)
生
活
習
慣
病
や
過
度
な
痩
身
等
の
予
防 

20 むし歯・歯肉炎予防指導や歯みがきの習慣づ

け、歯の役割や、よくかむ大切さ等の啓発 

21学校関係者の連携による知識の普及啓発 

22学園祭等での啓発や学生食堂での献立提供 

23健康診断における医療保険者と関係者の連携

24 社員食堂等の指導及び企業における管理栄養

士等の採用促進 

 [取組項目] [取組の内容] 

⑪森川検討会委員（第１回計画検討会） 

 かみ合わせの善し悪しは体に影響をもたらすため、歯並びのことを盛り込むとよい 

  →「よくかむ」大切さについて記載 

⑫栄養士会（事務局原案への意見照会） 

 妊婦の痩せは低体重出生児のリスクが標準の２倍とのデータあり。本文で踏み込んだ記述を

するとよい 

25 あいち健康プラザ、保健所、医療機関、薬局

等における指導 ⑬歯科医師会（事務局原案への意見照会） 

 本文記述では「8020 運動」や「噛ミング 30」に言及されたい 26年代に応じた食べ方やかむ大切さの啓発など

歯の健康維持 

27食品表示１１０番や食品表示ウォッチャー、

消費生活モニターによる食品表示の適正化 
ア 食品表示の適正化や

栄養成分表示の推進 
(3)
食
の
安
全
に
関
す
る
信
頼
の
構
築 

28 食育推進協力店等による栄養成分表示の推進

29 研修会やパンフ等による表示制度の理解促進

⑭農協中央会（事務局原案への意見照会） 

 情報提供のみならず、意見を交換することこそ重要 30 ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝなど科学的知見に基づく情報提

供や意見交換、事業者の情報発信促進 
イ 食の安全に関する情

報提供や意見交換 
⑮コープあいち（事務局原案への意見照会） 

31学校給食を活用した食の安全に関する教育
 県内の検査施設の見学などを通じ科学的に学ぶ機会が必要 

32 生産物のトレーサビリティの導入支援 ウ 安全に関する自主管理

と情報開示の促進 33食品製造施設への愛知県版ＨＡＣＣＰの導入

34 保健機能食品制度や医薬品との相互作用等の

普及啓発 
エ 食品と医薬品との相互

作用に対する普及啓発 

 



１－２ 食を通じて豊かな心を育むために                

 [取組項目] [取組の内容]  
⑯安藤委員（第１回推進会議） 

 自園給食が子どもの育ちを進めることを計画に盛り込んでほしい  35給食や弁当の特長を生かした保育所･幼稚園

での食への関心の向上 
ア 給食や弁当を通じた

豊かな人間性の育成 
(1)
食
を
楽
し
む
ゆ
と
り
の
確
保 

 
36学校給食を通じた食への感謝の心の育成 

 
⑰健康づくり事業団（事務局原案への意見照会） 

 37“おうちでごはんの日”を通じた家族団らん

の大切さの認識向上 
 社会全体での認識のため、生涯を通じた働きかけが必要 イ “おうちでごはんの

日”の実践支援  
38男女共同参画の広報・啓発活動 

 
39 健康で豊かな生活時間を確保するためのワ

ーク･ライフ･バランスの推進  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 高齢者の孤食対策 40市町村、ＮＰＯ等との連携による高齢者同士

や地域の子ども達等との共食の場づくり 

⑱農村輝きネット（事務局原案への意見照会） 

 公共施設の調理場等を活用した、幼老交えた共食の場があるとよい 

41 家庭での食とふれあう機会の大切さの啓発 ア 乳幼児期における食

とのふれあい機会の確

保 

(2)
体
験
や
交
流
を
通
じ
た
食
の
理
解
促
進 

⑲農協中央会（事務局原案への意見照会） 
42 保育所や幼稚園での栽培・調理体験等の拡充

と親子への配慮や地域人材との連携 
 体験活動に協力した生産者等への感謝の気持ちも涵養されたい 

⑳野田委員（事務局原案への意見照会） 43 家族のための料理や片付けの取組促進 イ 少年期における食に

関する体験等の充実 
 農家等主体の取組でなく、子ども主体の体験が重要 44 バケツ稲やﾌﾟﾗﾝﾀｰ菜園等手軽な栽培の普及 

45生産者等と学校の連携による計画的な体験

学習の環境づくり 
○21コープあいち（事務局原案への意見照会） 

 店舗や製造・加工現場の見学は流通の理解促進に役立つ 

ウ 幅広い層に向けた体

験・交流の機会の提供 

46 調理コンクールの開催や地域人材との連携 

○22山本委員（第１回推進会議） 

 市民農園を広げることは食育につながる 47教育ファーム、酪農教育ファーム、食農教育、

市民農園などの取組推進 

48 都市農村交流関連情報の発信、受入体制整備

への支援 

49各地で実施される体験情報の一元的な提供 

○23矢野検討会委員（第１回計画検討会） 

 県主体で「いただきます」の精神を打ち出しても面白い 
50「いただきます」に始まり「ごちそうさま」

に終わる食事作法の家庭への啓発 
ア 子どもに対する食事

作法の習得や食の多様

性の理解 

(3)
食
文
化
や
食
事
作
法
等
の
理
解
と
継
承 

51給食・弁当を活用した基本的な作法の習得 

52学校給食を活用した望ましい作法の習慣化 

53アレルギー食・多様な食文化への理解促進 

54 給食関係者と生産者等との意見交換会 イ 給食における地場産

物や郷土料理等の導入

促進 

○24ＰＴＡ連絡協（事務局原案への意見照会） 
55 学校給食への導入促進や体験との関連づけ、

「愛知を食べる学校給食の日」の実施拡大 
 地産地消を中心として地域の伝統的食事を子ども達に伝えることが必要 

56 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等による伝統料理等の情報発信や料

理教室等による普及 
ウ 伝統料理、郷土料理等

の提供促進と継承 
57学生食堂・社員食堂での郷土料理の提供促進

58地縁組織やＮＰＯ等による高齢者の知識や

経験を伝える仕組みづくり 
エ 高齢者による食事作法

や食文化の地域内継承 

 



１－３ 食を通じて環境に優しい暮らしを築くために           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 子どもに対する環境負

荷軽減の学習 

イ 環境に配慮した食生活

の実践 

59 給食における食べ残しをなくす指導 

60環境学習に関する資料等の活用推進 

ウ 外食時における食べ残

し減量策の促進 

(1)
「
も
っ
た
い
な
い
」
意

識
の
浸
透
と
実
践 

61 買い物・料理・片付けまでの一連の流れにお

ける環境に配慮した食生活の実践促進 

62各自が食事量を選択できる飲食店の普及推進

63外食時における食べ残し対策の調査検討等 

ア 生物多様性の保全な

ど農林水産業の役割へ

の理解促進 

イ 子どもに対する地産地

消の理解と利用の促進 

64「農のある暮らし」の理解に向けた情報提供 

65県民参加による生物多様性保全などの活動支

援 

ウ 青年期以降における

地産地消の実践 

エ 生産者と消費者の思

いを伝える農林水産業

の実現 

(2)
農
林
水
産
業
へ
の
理
解
と
地
産
地
消
の
一
層
の
推
進 

66学校給食への地場産物の安定的な供給システ

ムづくり 

67 直売施設の整備や県民への情報提供の推進 

68 地場産物を使った料理教室の開催等 

69「いいともあいち推進店」の登録拡大や統一

キャンペーンの実施 

70 大学・職場の食堂や公共施設等での地産地消

71ニーズに応じた生産物の提供とその価値を伝

えるモデル的な取組の創出 

ア 農林水産業における

環境への配慮とバイオ

マスの利活用 

72ＧＡＰ（農業生産工程管理）手法の導入など

による環境に配慮した取組の推進 

73水産資源の持続的利用のための資源管理 

74 家畜排せつ物の利用促進や「菜の花エコプロ

ジェクト」などバイオマスの利活用推進 

イ 食品関連事業者におけ

る食品廃棄物の削減 

ウ フードバンク活動の普

及啓発 

 [取組項目] [取組の内容] 
○25ＰＴＡ連絡協（事務局原案への意見照会） 

 「もったいない」のとらえ方に個人差があるため正しく理解させる必要あり 

○26各種団体（事務局原案への意見照会） 

 （積極的な啓発を望む意見、衛生面の課題を危惧する意見など賛否両論） 

  →まず調査分析して対応策を検討 

○27伊藤寿治委員（第１回推進会議） 

 食育を進めるには消費者に対する農業の理解促進が必要 

○28岡本委員（第１回推進会議） 

 愛知県は農と食が近いところにあることをもっと広めてほしい 

○29農協中央会（事務局原案への意見照会） 

 JA だけでは安定･定期納入は困難。地域の力を借りる手立てを構築願う 

○30栄養士会（事務局原案への意見照会） 

 規模の大きなセンター給食でも可能であればどんどん使ってほしい 

○31農協中央会（事務局原案への意見照会） 

 地産地消こそ、食に「安心感」を与える取組。もっとアピールされたい 

○32森川検討会委員（事務局原案への意見照会） 

 各地で開催される地場農産物朝市の情報提供をしてほしい 

○33健康づくり事業団（事務局原案への意見照会） 

 地場野菜は価格面で使いにくいため、使うメリットを打ち出すほうがよい 

(3)
農
林
水
産
業
や
食
品
産
業
に
お

け
る
環
境
へ
の
配
慮
の
徹
底 

○34栄養士会（事務局原案への意見照会） 

 賞味期限に一定のゆとりを残して店頭から撤去する慣習の改善を図ってほしい 
75 廃棄物の削減に向けた情報提供 

76 食品の包装や容器の減量化についての啓発 

77フードバンク活動の企業等への紹介や活動へ

の理解促進 

 



２ 食育を支える取組 
 
  [取組項目] [取組の内容] 
 

78保育所・幼稚園の指導計画への食育の位置付

けと職員研修 
ア 保育・教育機関におけ

る推進体制の充実 
 (1)

食
育
に
か
か
る
人
材
の
育
成
と
活
動
の
充
実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 地域食育推進支援会議

の開催 

イ 地域の活動主体同士

の連携企画の促進 

90各地域における地域食育推進支援会議の開催

や全市町村での食育推進計画作成への支援 

ウ 既存のﾈｯﾄﾜｰｸを活用し

た関係者間の情報共有 

エ 食育に関する情報発

信の充実 

(2)
関
係
者
の
役
割
分
担
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実 

91 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ同士の連携による推進企画の実施や、

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･企業･団体･ＮＰＯ等のコラボ企画等 

92学校での栄養教諭等と生産者等との連携 

93各ネットワーク内での食育情報の受発信・共

有体制の構築 

94マスコミや食育推進協力店等による効果的な

情報発信 

95 食育の総合情報サイト「食育ネットあいち」

の充実 

イ 社会人を対象とした

推進体制の充実 

79小中学校等への栄養教諭の配置促進、推進組

織づくり及び推進計画の作成 

80高校保健・家庭科等での資料活用や職員研修

81 食品栄養関係大学生による学内等への啓発 

ウ 愛知県食育推進ﾎﾞﾗﾝﾃｨ

ｱの育成と活動の充実 

エ 食育に係る多様な人

材の育成と活動の促進 

82 管理栄養士・栄養士の研修会開催や市町村へ

の配置推進 

83管理栄養士等養成校と企業の交流促進

84 登録推進や講習会等による育成、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄや

ﾘｰﾀﾞｰ育成など活動充実への支援 

85 食生活改善推進員を対象とした講習会の開催

86 生涯学習支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱなど様々な人材への食

育情報の提供 

87調理師等専門技能を持つ人への協力呼びかけ

88 農林漁業を体験させる指導者の育成と活動促

進 

オ 食育推進資材の作成や

調査･検定の実施 

89 資料・食育グッズの作成や各種調査、インタ

ーネットによる食育検定 

○35藤本検討会委員代理（第１回計画検討会） 

 学校現場では栄養教諭の配置がなければ手が回らない 

○36矢野検討会委員（第１回計画検討会） 

 食育推進ボランティアのコーディネートやリーダー的役割を担う中核ボランティアを育成

するとよい  →コーディネートは行政が行う方向で検討 

○37岡本委員（第１回推進会議） 

 様々な部門の人材と連携できないか 

○38青山委員（第１回推進会議） 

 農村輝きネットの「技人」を活用いただきたい 

○39小池委員（第１回計画検討会） 

 市町村、県、国の食育啓発活動には重複が多い 

  → 地域食育推進支援会議において県、市町村、団体等の活動を調整 

○40平岩検討会委員（第１回計画検討会） 

 全市町村で食育推進計画を作成するよう働きかけてほしい 

○41コープあいち（事務局原案への意見照会） 

 ぜひ連携や情報交流・交換をしていきたい 

○42岡本委員（第１回推進会議） 

 啓発についてはマスコミにもっと協力いただく視点があってもよい 

 



 

ア 運動の認知度の向上 

イ 協働活動の充実 

96シンボルマークの貼付やキャンペーンの展開

など 

ウ 県産農林水産物の利用

拡大 

 [取組項目] [取組の内容] 

(3)
い
い
と
も
あ
い
ち
運
動

の
推
進 

97ネットワークの拡大や「出会いの場」の設定

による新商品の開発等 

98推進店の登録推進や県との包括協定等に基づ

くコンビニでの新商品開発･販売など 



     

 

Ⅲ 県民の主体的な取組 

 乳幼児期（0～5 歳頃） 少年・青年期（6～22 歳頃） 壮年・中年期（23～64 歳頃） 高齢期（65 歳頃～）   

 

 

ポ
イ
ン
ト 

【体得】 

・体の発育が盛んで、五感が発達し、周り

のものへの好奇心が旺盛。 

・望ましい食習慣の形成や食への関心を持

つための基礎をつくる。 

【学習】 

・自分でできることの範囲が広がる。親元

を離れ、自立した生活を始める。 

・家庭、学校、地域において、食と健康に

関する知識や食の大切さを学ぶとともに、

規則正しい食習慣を身に付ける。 

【実行】 

・職場や地域社会で活発に活動。徐々に体

の機能が低下し、健康への意識が高まる。

・健康状態や活動の程度に合わせて食事の

内容を見直し、生活習慣病を予防。子ども

に正しい食習慣と知識を習得させる。 

【伝承】 

・退職や子どもの自立などにより生活が変

化する。 

・健康状態や活動の程度に合わせて食事の

内容を見直すとともに、食文化の継承など

に努める。  
目指す姿 

  

●早寝早起きや睡眠等の生活リズム、基本
的食習慣を身につける。 

●色々な食べ物を味わい、味覚を育てる。 

●朝食を始めとする規則正しい食習慣の重
要性を理解し、毎日実践する。 

●栄養と食品の知識を身につける。 

●規則正しい食習慣を維持する。 

●子どもに望ましい食習慣を理解し、その
環境を整える。 

●健康状態に合わせた適切な食事内容を理
解し、実践する。 

 
バランスのとれた規則正し

い食生活を実践している。 

●歯みがきの習慣をつける。 

●よく噛んで食事をする習慣をつける。 

●肥満、痩身の健康被害を知り、自分に適
した食事の内容や量を調節する。 

●生活習慣病に関する知識を持つ。 

●正しい歯みがきの仕方を身につける。 

●かかりつけ医を持ち、定期的に健康診断
を受ける。 

●生活習慣病や痩身等への知識を持ち、食
事の自己管理をする。 

●かかりつけ医を持ち、定期的に健康診断
を受ける。 

●長く自分の歯でかめるようにする。 

 

生活習慣病や過度な痩身、

歯の疾病を予防し、健康に

暮らしている。 

健
康
な
体
を
つ
く
る 

●手洗い、うがいの習慣をつける。 

●食品の産地、栄養などの表示を知る。 

●食中毒などと食品の購入・保存・調理と
結びつけて理解し、予防の方法を知る。

●食品表示の知識を食品選択に活用する。

●食の安全や食品衛生の知識を持ち、食中
毒など食品による危害を防止する。 

●経験に基づいた、食の安全や食品衛生に
関する知恵を次代に伝える。 

 食の安全に関する正しい知

識を持ち、安全な食を選択

できている。 

●家族や友達と一緒に食事をすることの楽
しさを味わう。 

●家族や友達と一緒の食事を楽しみなが
ら、マナーや思いやりの大切さを実感す
る。 

●仕事と生活の両立を意識し、家族や友人
と食を楽しむゆとりを持つ。 

●分担して家事に取り組む。 

●世代を超えて食を通じた交流をはかる。 

●地域の集まりなどを活用し、人とともに
食事をする機会を持つ。 

 
家族や友人とコミュニケー

ションをとりながら、楽し

く食事をとれている。 

●様々な料理を口にし、食に興味を持つ。 

●動植物への親しみと感謝の気持ちを持
つ。 

●簡単な調理や片付けの手伝いをする。 

●農林漁業の体験や食品製造現場を見学
し、食べ物の生産への理解を深める。 

●買い物や調理を経験する。 

●子どもとともに、農林漁業の体験や食品
製造現場を見学し、食べ物の生産への理
解を深める。 

●食べ物に対する感謝の気持ちの大切さ
を、次代に伝える 

 
食の生産や加工への理解を

深め、感謝の気持ちを持っ

ている。 

豊
か
な
心
を
育
む 

●季節や行事にちなんだ料理を楽しむ。 

●食事の挨拶の習慣を身につける。 

●正しいはしの使い方を身につけ始める。 

●季節や行事にちなんだ料理や地域独自の
食文化、旬の食材を知り、関心を持つ。

●食事のマナーを身につける。 

●季節や行事にちなんだ料理や地域独自の
食文化を理解し、自分で調理する。 

●旬の食材を生かした食事づくりをする。

●季節や行事にちなんだ料理や地域独自の
食文化や食事作法を、次代に伝える。 

 
食文化や食事作法を理解

し、継承できる。 

●食べ残しがよくないことを知る。 

●食生活と環境との関わりや世界の食事情
を知り、問題意識を持つ。 

●食べ物を残さず食べるようにする。 

●エネルギー・水などのむだを減らす、環
境に優しい食生活を実践する。 

●食べ残しや食品の廃棄を減らす。 

●「もったいない」の精神や、環境に優し
い食生活の知恵を次代に伝える。 

 「もったいない」意識を持

ち、環境に配慮した食生活

を実践している。 

農林水産業に理解を持ち、

地元の農林水産物を積極的

に利用している。 

 

環
境
に
優
し
い 

暮
ら
し
を
築
く 

 

●生物多様性の保全など、農林水産業の多
様な機能を理解する。 

●地域の特産物を知り、親しみを持つ。 

●生物多様性の保全など、農林水産業の多
様な機能への理解を深める。 

●地域の特産物を積極的に利用する。 

 

●地域の特産物を使った料理を次代に伝え
る。 

 


